
物性若手グループ東工大支部

7月 30日

｡極低温と伝導電子

一 電子相転移 -

｡半導体の非線型伝導

｡強誘電体の臨界現象 (理論 )

｡低次元超流体

｡臨界現象における展開理論 (蘇 )

東大物性研 田 沼 静 一

中大理工 黒 沢 達 美

北大応電研 徳 永 正 晴

東大物性研 中 嶋 貞 雄

東大教養 阿 部 龍 蔵

28日, 30日に予定されておりました次の講義は,講師の御都合により中止になり

ました｡ また,報告者は全て当支部員です｡

｡液晶の構造 と相転移 都立大理 小 林 謙 二

｡単結晶におけるⅩ線回折現象とその応用 東 大 工 高 良 和 武

遷移金属のバン ド構造 と磁性

講師 東大教養 浅 野 摂 郎

講義の内容は次の通 りである｡

初めに有効ポテンシャルについて述べられた｡ WignerSeiz近似では,電子相隣が強

く取入れられている｡HF近似は,同じ向きのスピンを持つ電子間の相関だけが取入れ

られている｡ Kohn-Shamの長所は,ビリアル定理を満足することである｡多体効果の

correlationholeを考慮する｡

Ⅹα法は孤立原子でExa-EHF となるようにaを選ぶ方法で, Kohn-Shamは a-

の場合に当っている｡

バンド計算の方法には, WS法, OPW法などがあるが,そのうちの偽ポテンシャル

改札 精度は0.01Ryであるが応用範囲が広い｡ APW法札 散乱理論から来たKKR法

とともに, 0.001Ryと精度は-ケタよい｡
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第21回物性若手 ｢夏の学校｣開催後記

遷移金属のバンド構造はfcc,bccなどの結晶系によって決まってしまい,実験的なチ

ェックは光吸収,光電効果によって行なわれる｡

ferroNiと Feについて話された｡ Feでは,強磁性または反強磁性が安定になり,

Jeff二 0･06Ryであるo

最後に本論である ｢バンドモデルと局在スピンモデル｣のノートを書いておく｡

AEspin- AEel-Jeff∂n2 AEel≫ AEspin

磁性を合金的に取扱う,

xo(Q)-∑x(R-eiQRR
localな見方

nearestまで取入れる｡ クラスターの COuplingでモーメントを持つ,

N -HB+音子 n12-Jeff字 Sぎ1 1

e-pF - Tre
一〆.､
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浅野摂郎

= ′eザ ー牢 T r expト β l A B-〟V̂

･2iノ吉 子niXi+2iノ言fÊiyi一字2%Ĥ̂sildxidyi
汎函数積分とstatic近似で

e-pF = ′ ｡不 平 ー βf(β,〟,H,x,y)dyi

hi〒ノ官y了醐

F - - kT ln (i )

(文責 星 淳一)

原子 レベルでの電子顕微鏡学

- レンズ結像型電子顕微鏡コントラス ト-

講師 大阪大学工学部 橋 本 初 次 郎

最近の高性能の電子顔微鏡はその分解能が著 しく向上 し,点間隔で3Å,結晶の格子

面間隔に対応する縞で 0.72Aの写真が写されるようになっている｡しかし,このよう

な電子顕微鏡を用いて結晶や分子内の一つ一つの原子を観察するのには様々な困難な間

勉が存在する｡以下, 1)空間に孤立 した単原子と, 2)結晶内に 配列 した原子 を可

視化する場合の結像の原理についての概要を述べる｡

1. 単原子の電子顕微鏡像

電子顕微鏡像の分解能 dは,絞 りによる回折収差 と レンズの球面収差とを考慮 し1

て,bptimumなレンズの開き角 aopt(-1･13(i/cs)4)に対 し
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